
・ CFOの⽮野でございます。「2024年度 第１四半期決算」についてご報告します。
・ ページ番号は、資料の右下にある数字でお話しします。

0



・ 1ページをご覧ください。本⽇お伝えしたいポイントです。
・ まず、2024年度第１四半期業績ですが、売上収益は前期⽐＋11.2％、既存事業コア営業利益は前

期⽐＋5.1％と増収増益を達成しました。
・ 事業部⾨の動向についてそれぞれご説明します。
・ まず、国内即席めん事業です。⽇清⾷品は、2023年6⽉に2年連続となる価格改定を実施しましたが、数

量は前期⽐横ばいを維持し、増収増益となりました。価格コンシャス商品で需要を着実に取り込みながら、
レギュラー商品への回帰を狙った施策が前進しています。

・ 明星⾷品も、⽇清⾷品と同様に価格改定を実施したこと・プライベートブランド商品の価格改定が貢献した
ことに加え、⼿頃な価格帯の主⼒商品が堅調に推移し、増収・増益で着地しました。

・ 次に国内⾮即席めん事業です。
・ 国内⾮即席めん事業は、昨年度から引き続き⽇清ヨーク・湖池屋が好調を維持しております。湖池屋は主

⼒品が堅調に推移したこと及び新製品の発売が貢献しました。⽇清ヨークはミラクルケアやピルクル400を含
むピルクルシリーズ全体で好調に推移しました。また、ヨーグルト飲料の⼗勝シリーズも⾜元で⼤きく伸⻑して
います。利益については、宣伝費等の増加があったものの、冷凍事業における利益改善も進み、⾮即席めん
事業全体で増益となりました。

・ 最後に海外事業です。
・ 海外事業は為替実勢ベースで増収増益となりました。グローバルでの資材価格低下に加え、ブラジルにおい

て⽣産体制の強化を⾏い、販売数量は前期⽐2桁％増まで回復しました。⽶国・アジア・EMEA地域の底
堅い需要を確実に捉えました。

・ 販売数量は、海外事業全体でも、17ページにお⽰ししている通り、１桁後半％増と⾼い伸びを達成してお
ります。

・ これらの状況から、売上収益は計画通りに推移し、既存事業コア営業利益は計画超えとなりました。引き続
き、国内は市場ニーズにも対応した商品展開・販売施策を実施し、海外ではプレミアム商品の強化を継続
してまいります。

・ なお、資材価格については、海外は期初想定していた⽔準より低い価格で推移しているものの、国内は具
材や包材など為替による影響を楽観視できない状況が続いています。
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・ 2ページをご覧ください。
・ 2024年度第1四半期の実績です。
・ 売上収益は、第1四半期としては過去最⾼となる1,850億円、前期⽐プラス11.2％、186億円の増収と

なりました。
・ 既存事業コア営業利益は、233億円となり、前期⽐プラス5.1％、11億円の増益となりました。
・ 海外の利益には円安に伴う為替影響が11億円含まれておりますが、これを除いた 「為替⼀定ベース」 では

前期⽐横ばいを維持し、当第１四半期の社内計画を上回る⽔準となりました。
・ 営業利益率は11.8％、当期利益率は8.6％で着地しました。
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・ 3ページをご覧ください。
・ こちらのページは通期の既存事業コア営業利益の増減要因を分析したもので、細⽬は 「為替⼀定ベース」

で表⽰しております。
・ 左から2番⽬のピンクのグラフでお⽰ししている売上収益変動の増加要因が、グレーのグラフのコスト増加要

因を上回ったことを主因に、増益で着地しました。
・ 国内事業・海外事業で分けて分析しますと、海外事業は資材価格の上昇トレンドが落ち着きましたが、⽶

国における物流費やマーケティング費⽤の増加に伴い、減益。国内事業は価格改定が資材・物流費・促進
費といったコスト増加要因をカバーし、増益で着地しております。

・ この結果、既存事業コア営業利益は、前期⽐プラス11億円、5.1％増益の233億円で着地しております。
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・ 続きまして、4ページ、3セグメント別の決算サマリーです。全セグメントで、増収増益となっています。
次ページ以降で、詳しく説明いたします。
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・ 5ページをご覧ください。
・ こちらはセグメント別売上収益のブレークダウンです。
・ 国内即席めん事業は前期⽐プラス27億円、プラス4.4％の増収となりました。 2023年6⽉に2年連続とな

る価格改定を実施しましたが、数量は前期⽐同⽔準で堅調に推移しております。
・ 昨年度から引き続き、価格コンシャス商品からレギュラー商品へのシフトを狙い、新商品や拡販費の投⼊と

いった施策を戦略的に⾏ったことで、レギュラー商品の数量は回復しています。
・ 国内⾮即席めん事業は、前期⽐プラス46億円、プラス10.4％の増収となりました。「ピルクルシリーズ」や

「⼗勝のむヨーグルト」といった幅広い商品構成で貢献した⽇清ヨークと、新商品の「ランチパイ」や主⼒商品
の「湖池屋ポテトチップス」が好調に推移した湖池屋が増収に⼤きく寄与しました。

・ 海外事業は、前期⽐プラス110億円、プラス18.4%、全地域で増収となりました。昨年⽣産⾯で課題が
あったブラジルについても⽣産強化を進め、海外事業を牽引しました。他、⽶国・アジア地域・EMEA地域も
底堅い成⻑となりました。

・ なお、売上収益および数量の四半期別推移につきましては、17ページに参考資料を添付しておりますが、⽶
国の数量は1桁前半％の伸び、ベース商品もプレミアム商品も堅調に推移しています。
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・ 6ページをご覧ください。
・ セグメント別コア営業利益の実績ですが、国内事業は全て増益、また、海外事業も為替影響もあり、前年

並みでの着地となりました。
・ 国内即席めん事業については価格改定効果による増収効果および明星⾷品が好調に推移し、前期⽐プラ

ス10億円、12.6％の増益となりました。
・ 国内⾮即席めん事業は、⽇清ヨーク・湖池屋がドライバーとなり、前期⽐プラス5億円、10.6%の増益となり

ました。
・ 海外事業は主に持分法適⽤会社の減益や、⽶州地域の物流費・マーケティング費⽤の増加によるコスト上

昇があったものの、為替影響が加わり横ばいで着地しています。
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・ 8ページをご覧ください。14ページまでは、各セグメント別の「事業の状況」です。

・ まず、国内即席めん事業ですが、概ね計画線での順調な進捗でスタートしました。

・ ⽇清⾷品では、2023年６⽉に実施した価格改定前の需要増がありハードルは⾼かったものの、定番レギュ
ラー品への回帰を狙った販促費投⼊により、数量は前年並みと堅調に推移し、プロダクトミックスも改善傾向
にあります。

・ 明星⾷品では、PB商品の価格改定が貢献したことに加え、「⼀平ちゃん夜店の焼きそば」や「チャルメラ」など
主⼒ブランドが好調に推移しました。新商品の「⼀杯満⾜」も売上に貢献しています。⽐較的⼿ごろな価格
帯の商品を幅広く揃えていることが好調の要因となりました。

・ 利益につきましては、⾜許の資材価格や物流費の上昇を価格改定効果や販売数量増加でカバーし増益と
なりました。資材価格については、期初予想通りで推移しているものの、為替影響など引き続き注視していく
必要があると考えております。
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 9ページをご覧ください。

 ⽇清ヨーク・湖池屋のビジネスが引き続き好調に推移し、全ての事業会社で増収となりました。

 ⽇清ヨークは、⼗勝飲むヨーグルトが数量ベースでも増加が継続しているほか、ピルクルシリーズについても、
関東⼯場の新ラインが稼働したことから、従来供給不⾜から出荷を停⽌していた⼀部商品を復活させたこと
に伴い、ピルクルシリーズ全体では数量増を継続しており、昨年6⽉末に実施した価格改定効果と相俟っ
て、⼤幅な増収となっています。

 湖池屋は、昨年７⽉に実施した価格改定と、定番品・新商品が共に順調に数量ベースでも伸びていること
の相乗効果に加え、海外事業における収益性の⾼い商品の拡販や輸出の拡⼤も寄与し、２桁の増収を
達成しています。

 利益については、⽇清ヨークやシスコにおける宣伝費の増加等があるものの、⾮即席めん事業全体で増益と
なりました。
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・ 10ページをご覧ください。海外事業も好調に進捗しております。まず、⽶州地域です。
・ ⽶国の市場環境は、相対的に⼿頃な価格帯である即席めんのニーズが引き続き⾼く、数量・⾦額ともに前

年同期⽐増で推移しています。
・ ⽶国⽇清の数量実績は、全体で前期⽐1桁前半％増の⽔準となりました。インフレが継続している環境

下、⼿頃な価格のベース商品は引き続き好調に推移しています。また、プレミアム商品は前期第4四半期に
積極的なプロモーションや販促活動を実施したことによる流通在庫の増加もあったため、当第1四半期は前
期⽐横ばいで推移していますが、通期では期初計画の10％台の伸びを⽬指して⾏きます。

・ なお、単価につきましては、このページの表記では、「売上収益は+1％・数量は＋１桁前半％」となっている
ので、表⾯的には価格が下落しているように⾒えますが、先ほどお話しした取り、ベース商品の構成⽐が増え
てミックスが変化していることが主な要因です。前期第4四半期では、プロモーションもあり、リベートを相応に
使⽤したことにより⼀時的に低下していましたが、当第1四半期においては、ベース商品・プレミアム商品とも、
消費者層拡⼤のためのリベートは使⽤しつつも、前年⽐では微減、ほぼ同⽔準まで戻しています。

・ 利益については、⽶国⽇清におけるペーパーカップ化に伴う資材コストの増加がありましたが、⼩⻨やパームと
いった資材価格の低下により吸収することができました。⼀⽅で、戦略的マーケティング費⽤の増加や、今後
販売強化を進めていく中で⽣産キャパシティを増強していることにより、労務費の増加や⼀時的な外部倉庫
費⽤が発⽣し、減益ではありますが、第１四半期の期初計画は上回っており、コア営業利益も⾼⽔準を維
持しています。

・ メキシコは、前期第２四半期の新ライン稼働後の⼀時的な流通在庫の増加、またペソ⾼に伴う中南⽶への
輸出減が影響し、減収・減益となりましたが、sell-out⽔準は安定しているので、在庫は巡⾏⽔準に戻りつ
つあり、⾜元の販売数量も回復基調にあります。

・ ブラジルでは、⽣産体制の強化に向けた各種施策により、⽣産数量が回復しました。また、前期6⽉に実施
した価格改定の効果もあり⼤幅な増収・増益となりました。第１四半期の原材料コストは前期⽐で低下し
たものの、現在ブラジル産のパーム油が⾼騰しているため、7⽉に価格改定を実施しています。
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・ 11ページをご覧ください。
・ 中国地域についてご説明いたします。
・ ⾹港は、主⼒袋めん出前⼀丁の輸出取引が好調に推移しておりますが、⾹港の住⺠が週末などを深圳で

過ごすライフスタイルを指す「北上消費」の傾向が続き、⾹港内での消費⾏動の変化はネガティブな影響とな
り、数量は前期⽐1桁前半％減の⽔準となりました。

・ ⼤陸については、中国沿岸都市部では主⼒購買層の購買⼒低下により苦戦していますが、⻄部地区を中
⼼とした内陸において新たな販路開拓が徐々に進んできたことで、主⼒の合味道ブランドの販売も堅調に推
移し、数量ベースで1桁半ばの増加となりました。

・ 利益⾯は、⼤陸の数量増がけん引し、セグメント全体では増益となりました。今後もブランドイメージの維持・
向上や消費者の掘り起こしのため、販売促進活動を継続し、中⻑期的な顧客層の拡⼤を⽬指します。
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 12ページをご覧ください。
 アジア地域は、市場でのプレゼンスが着実に拡⼤しているタイを筆頭に、全ての地域で増収となりました。利

益については、持分法適⽤会社の収益貢献もあり増益で着地しています。
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 13ページをご覧ください。
 EMEA地域についてご説明します。欧州⽇清は増収・増益となりましたが、持分法適⽤会社であるマルベン

の販売数量の減少や資材コスト⾼の影響による減益にともない、セグメント全体では減益となりました。
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・ 15ページ以降は、2024年5⽉13⽇に公表した24年度の通期連結業績計画を掲載しておりますが、内容
に変更はございません。私からの説明は以上となります。
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